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秋田駒ヶ岳の1970年溶岩

秋田駒ヶ岳の1970-71年噴火については本誌第197号にもその様子

が噴火の写真と共に掲載されたので御記億の読老も多いと想われる.

この写真は西方から撮映したもので溶岩は宥上方の女岳山頂付近から

噴出し手前に流下した.溶岩流の表面はとげとげしいクリンカｰに覆

われ玄武岩質溶岩のaa1avaとよく似た特徴を示ナ溶岩流の主

流から小さな舌状溶岩が枝分かれした様子や溶岩流の表面の中央部に

流路に沿ってできた溶岩堤防たどがよく観察できる.噴火後10年以上

たった今も女岳山体の表面及びその近傍のカルデラ底の割れ圓からは

噴気活動が行われており地下のマグマはまだ完全に冷えきってはいな

いものと思われる.

噴火後の研究により火山灰の14C年代測定値やそれまで報告され

ていなかった火砕流の存在などが明らかにされた.また山麓では地

熱の調査が新たに進められ企業の手によって1,500m深の試錐が北西

斜面で掘られるなど噴火以来の脚光を現在浴びている火山でもある.

(写真･文須藤茂)�


